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研究成果の概要（和文）：「教室内参加型」の教授法として、IPTEIL(Integrated Practice in Teaching English as 
an International Language)にELF(English as a Lingua Franca)論を取り入れて発展させ、また専門科目を英語で教
えるEMI (English-Medium Instruction)におけるCLILにELFの概念を統合したCELFIL(Content and ELF Integrated Lea
rning)という教授法を提案した。また「教室外参加型」として、多文化社会での職業体験等による国際英語の学びの意
義を示した。

研究成果の概要（英文）：For classroom pedagogy, IPTEIL (Integrated Practice in Teaching English as an 
International Language)was updated through the incorporation of the latest theories of ELF (English as an 
Lingua Franca). Also as a classroom methodology, a new approach named CELFIL (Content and ELF Integrated 
Learning) was proposed by integrating the concept of ELF with EMI (English-Medium Instruction) and CLIL 
(Content and Language Integrated Learning). For "out-of-class" pedagogy, based on case studies in Hawaii, 
the significance of job shadowing for the learning of EIL was highlighted.
These research results were published in prestigious academic publications such as one by De Gruyter 
Mouton, and were presented at international conferences including invited speeches for LTTC, ELLAK, and 
GELES.
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１． 研究開始当初の背景 
(1)「国際英語」(English as an International 
Language, EIL)とは、国際コミュニケーショ
ンの手段としての英語を指すが、その属性と
して、英米文化の枠組みや母語話者の規範を
超えた多様な英語という性質を有する。「国
際英語」を表す英語での用語としては、EIL 
(Smith, 1981) の他、重点の置きどころによ
って、ELF (English as a Lingua Franca) 
(Jenkins, 2000; Seidlhofer, 2011) や WE 
(World Englishes) (Kachru, 1985)などが該
当する。 
グローバル社会の要請を反映して、この国
際英語の概念については年々関心が高まっ
ている。学界での研究も、かつてはその社会
言語学側面が中心であったが、今日では、教
育への応用についての研究も盛んになりつ
つある。しかしながら、これまでに報告され
た教授法は、すでに高い英語力を有する学習
者に対して国際英語の多様性を認識させる
方法という趣旨のものが多く、実際に国際英
語のコミュニケーション能力を養成するた
めの教授法の提案や実践例の報告はまだき
わめて限られている現状であった。 

 
(2) 上記に関して、本研究代表者は、その前
の科研研究において、IPTEIL (Integrated 
Practice in Teaching English as an 
International Language)という「国際英語」
教授法を開発し (Hino, 2012b)、また国際コ
ミュニケーションにおける日本人の自己表
現のための Japanese Englishのモデルの試
論を提示し(Hino, 2012a)、さらに「国際英語」
教授法における文化的要因の重要部分を明
らかにする（Hino, 2012c）などの成果を挙
げた。しかしながら、急速に発展する ELF
研究の知見なども取り入れつつ国際英語の
インタラクションにおけるダイナミズムを
さらに重視した教授法の方法論を打ち出す
ことの必要性も、今後の課題として浮き彫り
になった（日野, 2013, 2014）。 
 
２． 研究の目的 
(1) 上の１で述べた背景に鑑み、本研究は、
国際英語におけるインタラクションの流動
性や状況依存性に着目し(Cogo, 2012)、日本
の大学教育を対象として、「参加型」の「国
際英語」教授法のモデルの構築を目的とする
ものである。オーセンティック(authentic)な
状況で国際英語が使用されるコミュニティ
への参加による学び (cf. Lave and Wenger, 
1991)を重視する。 
 
(2) 具体的には、参加型「国際英語」教授法
を「教室内参加型」と「教室外参加型」に分
類し、それぞれの形態における方法論の構築
を目指した。 
 
３． 研究の方法 
(1)「教室内参加型」の「国際英語」教育とし

ては、2 種類のフィールドを設定し、研究を
実施した。 
① そのひとつは、大阪大学の共通教育での
英語教育である。本研究代表者による教授法
IPTEIL に最近の ELF 論の視点を導入しな
がら、アクションリサーチを行った。インタ
ーネットに接続された CALL (Computer 
Assisted Language Learning) 教室におい
てさまざまな国の英語メディアを通してリ
アルタイムのニュースに接することにより、
現実の国際英語の使用者のコミュニティに
参加する授業である。このクラスは、カリキ
ュラムにおいては、通常の英語授業 (English 
Language Teaching, ELT)として開講されて
おり、下記の EMI 授業とは異なる性質を有
する。 
②「教室内参加型」に属するもうひとつのフ
ィールドとしては、近年注目の度合いが高ま
っ て い る EMI (English-Medium 
Instruction) (Doiz, Lasagabaster, and 
Sierra, 2013; Jenkins, 2014)、すなわち、英
語による専門授業を取り上げた。つまり、
ELT クラスではなく、英語以外の内容 
(content)の教育を主眼とする EMI クラスに
おける国際英語の学びに着目した。 
 EMI授業として、大阪大学大学院における
研究代表者の言語教育学のクラスをはじめ、
C大学の学部における連携研究者による教育
学のクラス、O大学の学部における日本文学
のクラス、N大学の学部での地域研究論のク
ラスの授業を観察し、ビデオ撮影、アンケー
ト、インタビュー等を実施して分析した。 
これら 4件の授業は、教員 (WE論でいう

Inner Circle, Outer Circle, Expanding 
Circleのいずれのバックグラウンドを有する
か) や受講生（留学生が多数か、日本人学生
が中心か）など、いくつかの要因によって異
なるタイプの EMI 授業と位置づけることが
でき、それぞれ環境の異なる EMI における
「国際英語」教授法のあり方について考察す
ることが可能となった。 
 
(2)「教室外参加型」の「国際英語」教育とし
ては、本研究の研究協力者であり米国におけ
る EIL 論の創始者として知られる Larry E. 
Smith 氏がホノルルのハワイ大学を拠点と
してオアフ島で実施している Global 
Cultural Exchange Program (GCEP)(なお
旧称は Global Challenge Program, GCP)を
対象とするフィールドワークを行った。 
 ハワイは、国際英語が日常的に用いられて
いる多文化社会である。この環境を利用した
GCEPにおいて、日本人学生が参加している
Professional Experience in World 
Englishes (PEWE) 及 び Living World 
Englishes (LWE)という 2つのプログラムを 
観察し、アンケート・インタビュー等を実施
して分析した。 
 
４． 研究成果 



(1)「教室内参加型」の「国際英語」教授法
については、上記３の(1)の①及び②に対応
する２つのモデルを提案し、その概略を提示
することができた。すなわち、① IPTELF 
(Integrated Practice in Teaching ELF)、
② CELFIL (Content and ELF Integrated 
Learning)である。 
①IPTEIL に最近の ELF 論の知見を取り入れ、
IPTELF (Integrated Practice in Teaching 
ELF)として再構成するために必要な要素を
示した。具体的には、国民国家の枠組の超克、
使用するメディアの選択における英語の
intra-national use と international use
の区別、教室内での ELF インタラクションな
どである。 
②EMI において内容と言語を統合的に教育す
る CLIL(Content and Language Integrated 
Learning) (Coyle, Hood, and Marsh, 2010)
を 「 国 際 英 語 」 教 授 法 に 応 用 し 、
CELFIL(Content and ELF Integrated 
Learning)というアプローチを提案した。こ
の CELFIL の実践のための理想的な環境とし
て、留学生と日本人学生がともに学ぶタイプ
の EMI 授業を挙げ、たとえば small-group 
discussion において適応 (accommodation)
や意味交渉(negotiation of meaning)などの
スキルを学ぶこと等、具体的な方法論の一端
を示した。また、多様な文化的背景を有する
受講生が一緒に学ぶ国際英語クラスのため
の Intercultural Pedagogy の必要性につい
て論じた。 
 EMI における「国際英語」教育については、
さらに、受講生が日本人学生のみのケースで
も、Outer Circle や Expanding Circle のバ
ックグラウンドを有する教員の EMI は WE 論
の観点からの国際英語の実践としての意義
を有することを示した。また、教員・受講生
の双方とも日本人であるケースにおいても、
教員の英語により Japanese English のモデ
ルを提示するという重要な機能を果たせる
ことを論じた。 
 
(2) 「教室外参加型」の「国際英語」教育と
してのハワイでの GCEP (Global Cultural 
Exchange Program)について、特に、多文化
社会ハワイにおける保育園やウォーターパ
ークやホテルでの職業体験としての Job 
Shadowing が、国際英語の使用者の現実のコ
ミュニティに参加し、適宜のサポートを得な
がら、国際英語のユーザーとして成長してい
く機会として、大きな意義を有することを示
した。海外におけるインターシップ等が最近
注目される中、intercultural な状況におけ
る職業体験は「国際英語」教育の視点からも
有益であることを示唆するものである。 
 
なお、本研究の研究協力者であり、上記
GCEP の主宰者である Larry E. Smith 氏は、
長年にわたって「国際英語」研究を世界レベ
ルで牽引してこられたが、本科研期間中の

2014 年 12 月に、急病により逝去された。御
生前の御協力に対する感謝とともに、ここに
追悼の意を記す。 
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